
2020年11月28日（土）13:00～16:00
＜テーマ＞

コロナ禍における
本人と家族に対する

支援の現状と課題
～いま、ソーシャルワーカーに求められる支援力～

明治学院大学社会学部付属研究所主催

第34回社会福祉実践家のための臨床理論・技術研修会

＜第１部＞

〇講師による話題提供

❖山木 暢彦氏（鶴見区基幹相談支援センター）
❖中尾 健太郎氏（横浜市東部地域療育センター）
❖築田 晴氏（高輪地区高齢者相談センター）

＜第２部＞

〇グループワーク

・ブレイクアウトルームに分かれて意見交換
・各福祉現場での取り組み状況の共有

＜問い合わせ・申込先＞
明治学院大学社会学部付属研究所
Ｅメール：issw@soc.meijigakuin.ac.jp
TEL：03-5421-5204・5205 FAX：03-5421-5205
〒108-8636東京都港区白金台1-2-37

参加費：無料
＊参加希望の方は、左記のメールアドレ
スへご連絡下さい。

2020年度「第34回社会福祉実践家のための臨床理論・技術研修会」は、コロナ禍における
福祉現場の対応について取り上げ、その実態を共有するとともに、今後の支援課題を明らか
にすることを目的として開催します。これまでに経験したことのない「ウイルス感染」とい
う社会状況において、福祉の現場ではいかなる対応がしいられ、どのような新たなニーズが
確認されたのでしょうか。とりわけ、施設機能が滞る中で利用者とその家族にはどのような
影響があったのでしょうか。これらのことに焦点をあてながら、いま、ソーシャルワーカー
に求められる支援力について検討していく場としていきたいと考えています。


